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１．はじめに 

本稿では，2024 年度に発刊された JFPS International Journal of Fluid Power System，対面で行われた 2024 年春

季フルードパワーシステム講演会，The 12th JFPS International Symposium on Fluid Power Hiroshima 2024，2024 年

度計測自動制御学会産業応用部門大会から空気圧分野に関する研究を調査した結果を報告する． 

２．JFPS International Journal of Fluid Power System 

 表題の国際ジャーナルにおいて空気圧に関連する論文は 1 件が掲載された．その内容は，座位状態での体幹

トレーニングを対象とし，可動式クッションのように並進，回転，傾斜，振動の動きを座面から使用者に与え

ることが可能な 6 脚空気圧駆動移動ロボットの開発 1)に関するものであった．  

３．本学会主催の講演会 

2024年6月20日および21日に機械振興会館で開催された2024年度春季フルードパワーシステム講演会では，

空気圧に関する 6 つのセッションで計 25 件の発表があった．主な講演内容は，運動支援 2)，伸長型ソフトアク

チュエータ 3)，外部熱源駆動型アクチュエータ 4)，圧力増幅機構 5)，非接触搬送デバイス 6)，精密位置決め 7)，

複動型人工筋肉の制御 8)，蠕動運動型ロボット 9)，配管検査ロボット 10)，可変剛性バネ 11)，サーボ弁 12)，空気

圧物理リザバー計算 13)，多脚移動ロボット 14)，微動ステージ 15)，などであった． 

 2024 年 10 月 22 から 25日に広島平和記念資料館で開催された The 12th JFPS International Symposium on Fluid 

Power Hiroshima 2024 では，空気圧に関する 7 つのセッションの中で計 48 件（講演 26 件，ポスター22 件）の発

表があった．主な講演内容は，センサ内蔵型人工筋 16)，スプリンググリッパ 17)，湾曲型人工筋の制御 18)，空気

圧要素の特性解析 19)，工具の摩耗推定 20)，管内検査ロボット 21)，制御バルブ 22)，シート型アクチュエータ 23)，

パワーアシスト装置 24)，精密位置決め制御 25)，バルーンクッション 26)，消化管シミュレータ 27)，ワイヤ敷設シ

ステム 28)，ガス漏れ検知 29)，超重力環境下でのアクティブ振動絶縁 30)，などであった． 

４．他学会主催の講演会 

2024 年 11 月 20 日に法政大学小金井キャンパスで 2024 年度計測自動制御学会産業応用部門大会が開催され，

空気圧に関連する約 5 件の発表があった．主な内容は，等温化圧力容器を活用した流量過渡現象の計測 31)，空

気圧サーボシステムのデータ駆動モデル予測制御 32)，歩行アシストスーツの制御 33)，エアステージの制御 34)，

などであった． 

５．おわりに 

2024 年は JFPS 主催の国際会議が開催されたこともあり，空気圧関連の多くの研究報告が確認できた．空気圧

分野の研究は産業界からの注目度も高く，出口を意識した研究が多くみられる．今後多くの研究成果が社会に

実装され，より便利な社会が実現されることを期待してやまない． 
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